
三重県防災対策推進条例（仮称）について 
 

１ 現状及び課題 

（１）現状 

  三重県では、東海地震に係る地震防災対策強化地域の見直しが行われたこと

（平成１４年４月２４日内閣府告示）、また、今世紀前半に発生が予想される東

南海・南海地震防災対策推進地域に県全域が指定された（平成１５年１２月１７

日内閣府告示）ことから、県民の皆さん、事業者及び行政がそれぞれ役割分担し

ながら、地震対策を推進していくため、平成 16 年 3 月に「三重県地震対策推進

条例」を制定しました。 

 

（２）課題 

  近年、全国的に集中豪雨や台風による土砂災害等の風水害が増加しています。

本県においても平成１６年の台風２１号による豪雨災害により甚大な被害が発

生しており、「自助・共助・公助」の理念のもと、新たな知見や対策を加え、各

主体の連携による風水害を含めた防災対策の推進が必要です。 

 

２ 条例改正の趣旨 

（１）平成２１年は、本県にも甚大な被害を与えた伊勢湾台風から５０年を迎える

年であり、近年全国的にも集中豪雨等による災害が頻発していることから、地

震対策推進条例を風水害対策を含めた自然災害全般を対象とし、水害発生時の

避難や適正な森林管理などを新たに規定していきます。 

（２）基本理念として、「自助・共助・公助」の考えを掲げ、各主体が互いの理解

と連携のもと、防災対策を推進していくため、現行の総則での規定に止まらず、

予防対策、応急対策、復興対策においても各主体の責務及び役割を分かりやす

く明記した条例に改正します。また、自主防災組織の責務及び市町の役割につ

いても、新たに規定していきます。 

（３）防災対策において、新たな課題である災害時要援護者への支援、孤立地区対

策、避難対策などについても、明文化していきます。 

（４）９月２６日を「風水害対策の日」と定め、現行の１２月７日の地震防災の日

と合わせ、防災対策のより一層の充実を図ります。 

 

３ 対応スケジュール 

  平成２１年第１回定例会への上程を予定しています。 

  また、平成２０年９月以降、市町担当者の皆様への説明会及び意見交換会を順

次実施させていただくとともに、県民の皆様との懇話会、パブリックコメントを

実施しています。 



６月

基本的な考え方説明
７月 条例案趣旨、骨子意見交換

条例案趣旨、骨子説明

８月
条例骨子案の検討
とりまとめ

９月

条例骨子案検討
１０月 とりまとめ 条例骨子案の説明

１１月

条例素案検討
とりまとめ

１２月 条例素案の審議

検討結果の報告、条例素案の提示
１月

２月

３月 条例最終案の上程

第3回専門部会(9/22)

第4回専門部会(11月中旬)

防災会議

県民の意見

防災事業推進懇話会(7/3)

市町担当者会議(9/22)

パブリックコメント

防災事業推進懇話会(10/19)

県民懇話会
（県内10ヶ所、10/8～27)

第1回専門部会(6/30)

防災会議（7/3）

第2回専門部会(8/6)

三重県防災対策推進条例（仮称）策定スケジュール

防 災 会 議 議 会

市町担当者会議(11月中旬)

第1回定例会2月会議

第1回定例会6月会議

第2回定例会9月会議

第2回定例会11月会議




